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メ
イ
ン
エ
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ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

伝
統
音
楽
の
枠
を
超
え
た
音
楽
性
が
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
箏
奏
者
、
片
岡
リ
サ
さ
ん
。

「
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あ
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」
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、
ベ
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カ
ン
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唱
法
で

の
弾
き
歌
い
も
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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れ
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い
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箏
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さ
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「
歌
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に
も
定
評
の
あ
る
片
岡
さ
ん
の
「
地
歌
」
や
、
ベ
ル
カ
ン
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唱
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で

の
弾
き
歌
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も
ご
堪
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演
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さ
く
ら
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　 

ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス　

他

※

申
込
不
要
、
参
加
無
料
。

（奈
良
市
大
安
寺
西
一
丁
目
一
〇
〇
〇
番
地
）

　

大
阪
音
楽
大
学
卒
業
、
同
大

学
専
攻
科
修
了
。
幼
少
よ
り
箏
・

三
絃
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に

数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
児
童
の

部
・
一
般
の
部
で
第
一
位
を
受

賞
。
平
成
十
三
年
度
文
化
庁
芸

術
祭<

音
楽
部
門>

新
人
賞
を

片
岡
リ
サ

洋
楽
邦
楽
問
わ
ず
史
上
最
年
少
で
受
賞
す
る
な
ど
、
伝
統
音
楽
の
枠
を
超
え
た

音
楽
性
が
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

皇
太
子
殿
下
・
秋
篠
宮
殿
下
御
前
演
奏
を
は
じ
め
、
二
〇
一
一
年
第
二
十
一

回
出
光
音
楽
賞
、
平
成
二
十
二
年
度
大
阪
文
化
祭
賞
、
平
成
十
四
年
度
大
阪
舞

台
芸
術
奨
励
賞
な
ど
多
数
受
賞
。
大
阪
フ
ィ
ル
・
東
京
フ
ィ
ル
な
ど
多
く
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
の
協
演
、
洋
楽
器
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
現
代
作
品
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
ま
た
「
歌
」
に
も
定
評
が
あ
り
、
箏
曲
の
古
典
「
地
歌
」
だ
け
で

な
く
ベ
ル
カ
ン
ト
唱
法
で
の
弾
き
歌
い
も
行
い
、
関
西
歌
劇
団
の
オ
ペ
ラ
公
演

に
も
出
演
し
て
い
る
。
国
際
交
流
基
金
の
派
遣
に
よ
る
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
コ
ン

サ
ー
ト
ツ
ア
ー
な
ど
海
外
で
の
演
奏
も
数
多
く
、
現
地
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。

　

現
在
、
大
阪
音
楽
大
学
、
同
志
社
女
子
大
学
、
兵
庫
教
育
大
学
講
師
、
宮
城

社
師
範
。
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電
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〇
七
四
二
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四
）
二
一
一
一

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://w

w
w

.library.pref.nara.jp/

　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　info@

library.pref.nara.jp

保
佐
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音
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